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＜目的＞家事をはじめ諸道具類の操作には筋力が深く関与することがある。背筋力及

び握力等については文部省による統計資料があるが、項目数がごく限られているため。

日常生活における諸作業に反映させるには不充分である。そこで女子大学生を対象に計

測を実施した。

＜方法＞被験者は健康な女子大学生122名とした。生体計測はマルチン法に基づく身長、

体重等合計17項目とした。平均値(標準偏差)は､年齢:21.3(1.3)歳、身長:157.5(4.9)cin、

体重:50.8(6.3)kgであった。筋力は握力計、背筋力計、鉄アレイの他、独自に開発した

５種の治具を用いて測定した。測定項目は第１指押力、第２指押力、つまみ力、握力、

第２指牽引力、片手牽引力、腸稜位牽引力、顎位押上力、頭上押上力、背筋力､動的持久

力、及び静的持久力の計12種であり､左右及び両手の区別を含めると計24項目にわたった。

＜結果＞得られた主な筋力の平均値(標準偏差)は次の通りである。右握力:27.1(4.2)kg、

右つまみ力:8.3(2.5)kg、背筋力:76.1(19.1)kgであった。左右差については、つまみ力、

手牽引力及び腸稜位牽引力を除く項目において右が有意に優れていた。体型との相関に

ついては有意性が認められなかった。さらに測定項目相互間の比較をはじめ、他資料と

の比較等を行い、成人女子の筋力の特徴について明らかにした。

2 Cp-10 持久性トレーニングが食生活に及ぼす影響
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　【目的】本研究では，一般女子学生を対象とし，食事制限を行わず，持久性トレーニング

のみの運動を実施し，トレーニング実施期間中にみられる運動による食生活への影響につ

いて明らかにすることを目的とした.

　【方法】被検者は健康な一般女子学生22名（年齢2.i士0.6歳，身長158.0±6.2cni>体重

51.4±5.7kg）であった．被検者は最大酸素摂取量の40％および60％負荷強度の2群（以後，

40G, 60Gと略す）に分け, 40G10名と60G12名とした．トレーニング内容は，自転車エ

ルゴメーター作業を1日30分，週5日の頻度で12週間にわたり実施した．食事摂取状況調査

は，トレーニング開始前１週間（以後，前期と略す）とトレーニング全期間（以下, T-TP

と略す）の毎日，秤量法および概量換算法により食品別全摂取量を記録し，第四次改訂日

本標準食品成分表に基づき栄養素等摂取量および食品群別摂取量を算出した.

　【結果】前期における被検者の栄養素等摂取量は，平成2年度国民栄養調査20歳代女子の

結果とほぽ同様であった. T-TPの1日当たりの栄養素等摂取量を前期と比較すると, 40G

では総摂取エネルギー量をはじめぼとんどの栄養素が減少した. 60Gでは，総摂取エネル

ギー量，脂質，糖質の摂取量が特に増加した．前期の摂取量と前期とT-TPにおける摂取量

の差との相関関係は, 40 Gにおいて総摂取エネルギー量，蛋白質，脂質，糖質いずれも有

意な関係が認められ（P<0.001. Pく0.001, Pく0.001, Pく0.01）,前期において摂取量の高

かったものはT-TPで減少し，また，低かったものは増加する傾向にあった．その反面，

60Gでは40Gのような有意な関係は認めなかった.
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